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セ イ∃ウナ シ「 ラ・フラ ンス」の樹勢 と収穫適期幅の関係

安孫子裕樹・須藤佐蔵

(山形県立園芸試験場 )

Rclationship bc゛、cn Ficld CroMh and the Lρ ngth of Halvcst Timc in `La Francc' PcaFS

Yuk: ABIKO and Sazo SmЭ

(Yalnagata Prcfcctura Ho“ ぉul●ral ExpcHmcnt S●lon)

1 は じ め に

セイヨウナシは追熟の過程を経て,は じめて食するこ

とが可能となるため,種々の調査結果を基に収穫期の判

定を行つている。「ラ・フランス」の場合,成熟日数や

デンプンの消失程度,果肉硬度の低下等のデータを基に

収穫中心日を決定しているが,生産量の増加に伴い,収

穫期間が延長し,特に収穫期後半の果実では内部褐変等

障害の発生が問題となつている。そのため,樹勢が異な

る樹を用い,収穫適期幅について調査・検討を行つたの

でここに報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次 201111～ 21X11年

(2)試験場所 山形県立園芸試験場圃場 (寒河江市)

(3)供識樹  `ラ 。フランス'/ヤマナシ台

樹勢強の 15年生樹 (樹勢強区),同中程度の 36年生

樹 (樹勢中区)について,各 3樹を供試 (樹齢はいずれ

も2001年時で記載)した。

(4)果実採取方法

満開後 155～ 185日 に2～ 5日おきに採取し,採光条

件の良い果実(南側または樹冠上部・外周部に着果した

もの)を 10果ずつ供試した。

貯蔵試験は,収穫盛期に当たる満開後 166日 に収穫し

たものを30果供試し,2℃でそれぞれ 45,60日 間冷蔵

し15°C恒温条件下で追熟を行つた。

(5)調査項目及び方法

目減り率 :{(収穫時果重―追熟後果重)/収穫時果重}

X llXl,果肉硬度,糖度(B赦),滴定酸度(リ ンゴ酸含

量),内部障害発生果(追熟後の果肉褐変等),食味(1=

不良～5=良好)等について調査を行つた。

デンプン含量及び水分含有率 :8M熱エタノールで糖

を除去した後,デンプンを過塩素酸法で加水分解し,グ

ルコース含量を7月下旬から 10月上旬まで測定し,デ

ンプン含量,水分含有率を算出。

3 試験結果及び考察

(1)樹勢

樹勢強区の供試樹は,同中区に比べ新梢仲長がおう盛

で,新梢停止率がやや劣つた (表 1)。 なお,果実当た

り葉枚数 (葉果比)は同等であつた。

(2)食 味と内部障害発生

2カ年の結果で,両区とも食味の面から収穫始期とみ

られる時期は満開後 1611日 前後であつた。一方,収穫終

期をみた場合,樹勢強区については 21X10年 が満開後 172

日目,2001年は同 170日 目で内部障害の発生がみられ ,

以降多発した。しかし,樹勢中区では,201Xl年 の満開

後 184日 目で発生がみられず,2001年 は同 173日 目に

僅かにみられたが,そ の後の発生は認められなかった(表

2)。

なお,食味評価の結果では,樹勢強区では,樹勢中区

に比べ,収穫期後半 (満開後 165日以降)において甘味

に対し酸味が少ない傾向にあり,食味がやや劣る傾向に

あつた (表 2)。

(3)貯蔵性

2・C60日貯蔵後の追熟果では,両区とも内部障害の

発生がみられたが,発生率は樹勢強区で極めて高かつた。

また、同 45,60日貯蔵とも樹勢強区の果実において甘

味に対し酸味が少なく,肉質も粗 く,食味が劣つた (表

3)。
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(5)果実中のデンプン含量,水分含有率

2001年 7月下旬から収穫始期までの果実を供試した

結果,果実肥大は同等であつたが (データ略),樹勢強

区の果実はデンプン含量がやや低く,水分含有率がやや

高い傾向がみられた。これらの現象と果実品質及び収穫

適期幅との関連も示唆されるが,判然とはしなかった(図

1,2)。

4ま と め

以上のことから,樹勢が強い 15年生樹の果実は,同

中程度の36年生樹に比べ,収蔭適期幅が3～ 4日短く,

貯蔵性も劣ると考えられた。

なお,これらの現象については,樹勢のみならず樹齢

の影響も考えられるが,実用場面として,樹勢が強い 15

年生前後の比較的若い樹では,老木よりも早期に収穫を

終了させる必要があると思われる。

表1 樹体生育,着果条件 (2∞1年 )

新梢長(cm)`  6下新梢 7中新梢
区     6月 下旬 8月 中旬 停止率0)停止率(%)

樹勢強・15年生  560    61 3    800    867
樹勢中・36年生 419  457  900  900
z:目 通りの高さの側枝先端新梢長について1樹当たり10本調査

,7月 中旬調査、2次伸長の葉は含ます

一 樹勢中

“

年生)―一樹勢強(15年生)

7/27 8/10  3/24  9/7  9/21  10/5

図1 デンプン含量の推移(2001年 )

表2 追熟後の果実品質

リンゴ 内部 食味評 収積期

樹  157 10/10 26 144 028  00 や良  △

00勢  160 10/13 23 147 023  00良 ～や良 0
年 強 16310/16 25 149 028 00 良  0

165 10/18 19 153 020  00  良   0
15 170 10/23 21 161 019  00良 ～や良 0
年  172 10/25 23 152 019 400 や不良  ×

生  174 10/27 19 154 018  00 や不良  ×

樹  179 11/1 19 159 019 200 や不良  ×

樹  157 10/10 24 143 026  00 や良  △

勢 160 10/13 25 148 022  00良 ～や良 0
中  163 10/16 21  152 027  00  良   0

165 10/18  20  157  028   00   良    0
36  170 10/23 19  150 018  00  良   0
年  172 10/25 20 158 019  00良 ～や良 0
生  174 10/27 21 152 018  00 や不良  △

樹  179 H/1 20 152 017  00 や不良  △

樹  166 10/1 19 143 019 00 30  △

01勢  159 10/4 20 143 021  00 44  0
年 強 164 10/9 20 143 018 00 40  0

166  10/11  21  141  017   00  44    0
16   170  10/15  17   145  0 17  20 0  3 0     ×

年   173  10/18  17   146  0 18  600  3 0     ×

生  177 10/22 19 146 017 200 30  ×

樹   180  10/25  17   148  0 17  400  38     ×

185  10/30  19   152  0 17  600   35     ×

156  10/1  19  147  028   00  36
159  10/4  19  141  020   00  48
164  10/9  18  141  019   00  50
166 10/11  20  142  021   00  46
170 10/15  17  146  020   00  48
173  10/18  17   138  022  200  45
177  10/22  19   145  020   00  38
180  10/25  18   149  019   00  40
185  10/30  20  147  020   00  34    ×

z:官能により肉質や香りを考慮し評価(2001年 :1‐不良～5=良 )

y:収穫適期を○で表示

表3 2℃貯蔵後における果実品質 (2001年 )

樹勢強■5年  45 368  60% 22 147 016   00 中 25
樹勢中 :■年    1"  ,,7% 2.Q 14,7 011,   ',9 ■ _411…

樹勢強■5年  60 373  68% 17 147 015  467 中 24
樹勢中 36年     332  63% 17 148 017  133 中 38
z:官能 により肉質 や 香 りを 慮 し評 価 (2001年 :1・ 不 良 ～ 5・ 良 )
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図2 水分含有率の推移 (21X11年 )


